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美
祢
市
功
労
者
表
彰
は
、
市
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
、
自
治
・
産
業
・
教
育
な
ど
の
分
野

に
お
い
て
他
の
模
範
と
な
る
成
績
・
業
績
の
優
秀
な
方
や
社
会
公
共
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
た
方
に
贈
ら
れ
ま
す
。

11
月
５
日
、
新
生
美
祢
市
と
し
て
第
１
回
目
の
美
祢
市
功
労
者
表
彰
式
が
市
役
所
議
事
堂
で
行

わ
れ
、
15
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
の
ご
功
績
を
紹
介
し
ま
す
。

自
治
功
労
者

小
竹
伸
夫
氏
（
伊
佐
町
）

平
成
14
年
５
月
９
日
、
旧
美
祢

市
長
に
就
任
、
以
来
６
年
に
わ
た

り
、
そ
の
卓
越
し
た
識
見
と
指
導

力
に
よ
り
、
地
方
自
治
の
確
立
と

市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

産
業
基
盤
の
整
備
、
教
育
施
設
の

充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
に
尽
力

さ
れ
、
特
に
郷
土
の
繁
栄
と
躍
進

を
目
指
し
た
「
美
祢
市
・
美
東

町
・
秋
芳
町
の
１
市
２
町
の
合
併
」

に
そ
の
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
合

併
を
実
現
す
る
な
ど
地
方
自
治
の

伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

林
　
常
雄
氏
（
西
厚
保
町
）

平
成
11
年
４
月
、
旧
美
祢
市
議

会
議
員
に
当
選
、
以
来
８
年
11
月

に
わ
た
り
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識

と
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、
地
方

自
治
の
確
立
と
市
勢
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
総
務
企
画
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
長
、
副
議
長
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運

営
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
地

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

古
川
　
洋
氏
（
秋
芳
町
）

平
成
７
年
10
月
、
旧
秋
芳
町
議

会
議
員
に
当
選
、
以
来
12
年
４
月

に
わ
た
り
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識

と
豊
富
な
経
験
に
基
づ
き
、
地
方

自
治
の
確
立
と
町
勢
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
誘
致
企
業
対
策
特
別

委
員
、
温
泉
開
発
対
策
特
別
委
員
、

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
長
を
歴

任
さ
れ
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
努

め
ら
れ
る
な
ど
地
方
自
治
の
伸
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

羽
根
俊
昭
氏
（
秋
芳
町
）

平
成
７
年
10
月
、
旧
秋
芳
町
議

会
議
員
に
当
選
、
以
来
10
年
に
わ

た
り
、
そ
の
卓
越
し
た
見
識
と
豊

富
な
経
験
に
基
づ
き
、
地
方
自
治

の
確
立
と
町
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
間
、
文
教
厚
生
委
員
長
、

観
光
経
済
委
員
長
、
誘
致
企
業
対

策
特
別
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員

長
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
地

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

後列左から永冨元隆氏、岡嶋慶吾氏、白井澄男氏、野嶋彰人氏、井上聰子氏、山本孝志氏、

石川　眞氏、青木健治氏（写真は甥の青木　護氏）

前列左から山　　源氏、古川　洋氏、林　常雄氏、村田弘司市長、秋山哲朗市議会議長、

小竹伸夫氏、羽根俊昭氏、久保田清氏（高田敏昭氏は欠席）



2008年（平成 20 年）12 月 1 日

久
保
田
　
清
氏
（
美
東
町
）

平
成
７
年
10
月
、
旧
美
東
町
農

業
委
員
に
当
選
、
以
来
12
年
９
月

の
永
き
に
わ
た
り
農
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
豊
富
な
知
識
と
卓
越

し
た
手
腕
を
も
っ
て
、
旧
美
東
町

お
よ
び
美
祢
市
農
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
７
年
10
月
、
旧
美
東
町
農

業
委
員
に
当
選
、
以
来
12
年
９
月

の
永
き
に
わ
た
り
農
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
豊
富
な
知
識
と
卓
越

し
た
手
腕
を
も
っ
て
、
旧
美
東
町

お
よ
び
美
祢
市
農
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
功
労
者

高
田
敏
昭
氏
（
神
奈
川
県
）

無
医
地
区
で
あ
っ
た
豊
田
前
町

に
、
地
域
住
民
の
強
い
要
請
に
よ

り
、
昭
和
52
年
８
月
診
療
所
を
開

設
、
招
へ
い
医
師
と
し
て
29
年
７

月
の
永
き
に
わ
た
り
地
域
医
療
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
医
と
し
て
の
活
動

や
予
防
接
種
、
健
康
診
断
な
ど
保

健
・
衛
生
事
業
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

産
業
功
労
者

野
嶋
彰
人
氏
（
大
嶺
町
）

平
成
８
年
４
月
、
美
祢
観
光
開

発
株
式
会
社
に
入
社
以
来
、
11
年

に
わ
た
り
専
務
取
締
役
と
し
て
、

そ
の
優
れ
た
行
動
力
と
指
導
力
、

卓
越
し
た
考
察
力
を
も
っ
て
会
社

の
礎
を
築
き
、
そ
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
道
の
駅
「
お
ふ
く
」

を
拠
点
と
し
た
地
域
の
活
性
化
や

情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
確
立
に

尽
力
さ
れ
、
そ
の
所
期
の
目
的
を

達
成
す
る
と
と
も
に
、
農
業
や
商

業
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
な
ど

地
域
産
業
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。優

良
勤
労
者

井
上
聰
子
氏
（
伊
佐
町
）

昭
和
41
年
４
月
に
美
祢
市
商
工

会
に
就
職
、
以
来
26
年
に
わ
た
り
、

記
帳
専
任
職
員
と
し
て
会
員
企
業

の
記
帳
指
導
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

懇
切
丁
寧
な
会
計
帳
簿
の
記
帳
と

税
務
指
導
に
よ
り
、
多
く
の
事
業

者
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
15
年
か
ら
は
、
美
祢

市
・
美
東
町
・
秋
芳
町
の
１
市
２

町
の
商
工
会
に
よ
る
合
併
に
む
け

白
井
澄
男
氏
（
於
福
町
）

昭
和
55
年
４
月
横
浜
機
工
株
式

会
社
に
入
社
、
以
来
28
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
生
産
部
門
に
お
い
て

機
動
班
リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
製
造
課

係
長
の
重
責
を
歴
任
す
る
な
ど
、

そ
の
卓
越
し
た
手
腕
に
よ
り
、
業

績
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
経
験
に
基
づ
い
た
卓
越

し
た
知
識
と
技
術
力
は
、
他
社
か

ら
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
教
育
、
溶
接
技
術
の
教
育
要
請

が
あ
る
な
ど
、
人
材
の
育
成
・
指

導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

岡
嶋
慶
吾
氏
（
豊
田
前
町
）

昭
和
54
年
１
月
美
祢
貨
物
自
動

車
株
式
会
社
に
入
社
、
以
来
29
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
乗
務
員
と
し
て
無
事
故
無
災
害

で
業
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
豊
富
な
経
験
と
強
い
責
任

感
を
も
っ
て
、
業
務
に
従
事
す
る

と
と
も
に
、
円
満
な
人
柄
を
も
っ

て
積
極
的
に
人
材
の
育
成
・
指
導

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
本
孝
志
氏
（
伊
佐
町
）

昭
和
48
年
２
月
、
美
祢
貨
物
自

動
車
株
式
会
社
に
入
社
、
以
来
35

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
一
意
専
心
、

整
備
工
場
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
無
災
害
で
業
務
に
精
励

さ
れ
ま
し
た
。

車
検
整
備
事
業
の
推
進
者
と
し

て
他
の
見
本
と
な
り
、
無
事
故
で

業
務
を
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
人
格
を
も
っ
て
、
積
極
的
に

人
材
の
育
成
・
指
導
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。

篤
　
行
　
者

石
川
　
眞
氏
（
大
嶺
町
）

麦
川
地
区
の
児
童
生
徒
お
よ
び

地
域
の
安
全
を
願
い
、
20
年
に
わ

た
り
常
時
交
通
指
導
お
よ
び
啓
発

活
動
を
行
わ
れ
る
な
ど
地
域
社
会

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
９
年
に
は
無
事
故

記
録
表
を
麦
川
小
学
校
前
に
自
ら

作
製
設
置
さ
れ
、
平
成
20
年
８
月

14
日
に
は
当
地
区
の
交
通
無
事
故

記
録
６
０
０
０
日
（
平
成
３
年
４

月
よ
り
）
達
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
通
学
路

な
ど
の
草
刈
清
掃
作
業
に
従
事
さ

れ
る
な
ど
、
一
貫
し
て
地
域
の
交

通
安
全
に
か
か
わ
る
奉
仕
活
動
に

励
ま
れ
て
い
ま
す
。

多
額
寄
附
者

永
冨
元
隆
氏
（
於
福
町
）

社
会
公
共
の
た
め
に
美
祢
市
に

１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

（
故
）
青
木
健
治
氏

社
会
公
共
の
た
め
に
美
祢
市
に

１
０
０
万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

た
広
域
協
議
会
の
事
務
に
従
事
し
、

そ
の
責
任
感
の
強
さ
と
意
欲
を
持

っ
て
重
要
な
役
割
を
担
わ
れ
ま
し

た
。

山
　
　
源
氏
（
美
東
町
）
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秋の叙勲
受章おめでとうございます

西
村
芳
雄
氏
（
豊
田
前
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
旭
日
小
綬
章
を
西

村
芳
雄
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
氏
は
、
昭
和
50
年
地
域
住
民

か
ら
推
さ
れ
て
美
祢
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
以
来
７
期
28
年
間
の
永
き

に
わ
た
り
市
政
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
元
年
５
月
か
ら
平
成
２
年
12
月
ま
で
副
議
長
と
し
て
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
美
祢
市
議
会
に
お
い
て
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
総
務
企
業
委
員
長
、
教
育
福
祉
委
員
長
、
建
設

経
済
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
卓
越
し
た
見
識
と
豊
富
な
経
験
に
よ
り
、

教
育
・
福
祉
施
設
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
熱
意
を

持
っ
て
あ
た
り
、
地
方
自
治
の
伸
展
と
確
立
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

竹
内
健
一
氏
（
伊
佐
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
竹

内
健
一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
、
昭
和
26
年
１
月
１
日

に
美
祢
郡
大
嶺
町
消
防
団
に
入
団
し

て
以
来
、
平
成
10
年
３
月
31
日
ま
で

の
47
年
３
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
そ

の
間
、
勤
務
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
、

不
断
の
熱
意
と
努
力
を
持
っ
て
消
防
業
務
に
精
励
し
、
教
育
訓
練
、
水
利

な
ど
の
警
防
調
査
な
ど
率
先
し
て
出
動
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
か
ら
は
分
団
長
と
し
て
、
自
ら
範
と
な
り
習
熟
し
た
消
防
技

術
に
よ
り
団
員
の
育
成
に
努
め
、
消
防
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
、
地
域
の

防
災
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
か
ず
子
氏
（
秋
芳
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
原

田
か
ず
子
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
氏
は
、
昭
和
48
年
12
月
か
ら

児
童
養
護
施
設
「
俵
山
湯
の
家
」
に

勤
務
さ
れ
、
豊
か
な
感
性
に
加
え
、

常
に
公
正
な
判
断
力
と
深
い
洞
察
力

を
も
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
を
大
切
に
し
た
き
め
細
や
か
な
養
護
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
主
任
保
育
士
と
し
て
、
過
去
の
経
験
に

基
づ
く
自
ら
の
実
践
を
通
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
年
齢
や
経
験
に
応
じ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
指
導
、
助
言
な
ど
そ

の
姿
は
他
の
保
育
士
の
模
範
で
あ
り
、
常
に
施
設
内
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

勝
原
響
一
氏
（
東
厚
保
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
瑞
宝
双
光
章
を
勝
原
　

響
一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

勝
原
氏
は
、
昭
和
26
年
10
月
か
ら

平
成
５
年
３
月
ま
で
の
41
年
２
月
の

永
き
に
わ
た
り
、
警
察
官
と
し
て
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

交
通
機
動
隊
に
勤
務
す
る
な
ど
主
に
交
通
部
門
に
従
事
さ
れ
、
悲
惨
な
交

通
事
故
現
場
に
赴
く
た
び
、
交
通
事
故
防
止
へ
の
想
い
を
強
く
持
ち
、
優

れ
た
技
能
、
知
識
を
駆
使
し
、
交
通
事
故
の
無
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
元
年
に
は
他
の
警
察
職
員
の
模
範
と
し
て
、
全
国
優
良
警

察
職
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。



尿
が
ち
か
い
、
も
れ
る
、
出
に

く
い
な
ど
の
排
尿
・
蓄
尿
に
伴

う
種
々
の
症
状
を
下
部
尿
路
症

状
と
言
い
ま
す
（
下
部
尿
路
と

は
、
膀
胱
、
尿
道
を
さ
し
ま
す
。

排
尿
と
は
尿
を
膀
胱
か
ら
排
出

す
る
行
為
で
あ
り
、
蓄
尿
と
は

膀
胱
に
尿
を
溜
め
る
こ
と
を
指

し
ま
す
）。

こ
の
下
部
尿
路
症
状
は
、
大

別
し
て
蓄
尿
症
状
、
排
尿
症
状

お
よ
び
排
尿
後
症
状
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
種
々
の
原
因
に
よ
　

り
症
状
が
発
生
し
ま
す
。

蓄
尿
症
状
（
膀
胱
に
尿
を
溜
め

て
い
る
時
に
認
め
ら
れ
る
症

状
）
の
例
と
し
て
、
昼
間
の
頻

尿
（
尿
が
近
い
）、
夜
間
頻
尿

（
床
に
就
い
て
か
ら
３
回
・
４

回
と
排
尿
に
起
き
る
）、
尿
意

切
迫
感
（
尿
意
を
我
慢
出
来
な

い
）、
尿
失
禁
（
種
々
の
原
因

に
よ
っ
て
、
排
尿
し
よ
う
と
し

て
な
い
の
に
尿
が
漏
れ
る
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

排
尿
症
状
の
例
と
し
て
、
尿
勢

低
下
（
尿
線
が
細
く
、
勢
い
が

な
い
）、
尿
線
分
裂
ま
た
は
尿

線
散
乱
（
尿
が
飛
び
散
る
）、

尿
線
途
絶
（
排
尿
中
に
尿
線
が

途
絶
す
る
）、
排
尿
遅
延
（
尿

意
を
感
じ
て
排
尿
を
試
み
て
も
、

す
ぐ
に
排
尿
出
来
な
い
）、
腹

圧
排
尿
（
下
腹
部
に
力
を
加
え

な
い
と
排
尿
出
来
な
い
）、
排

尿
終
末
時
尿
滴
下
（
排
尿
終
了

後
に
暫
く
ポ
ト
ポ
ト
と
尿
が
流

れ
出
る
、
尿
の
切
れ
が
悪
い
と

も
表
現
さ
れ
ま
す
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

排
尿
後
症
状
と
し
て
は
、
排
尿

後
に
も
尿
が
残
っ
た
感
じ
が
す

る
（
残
尿
感
）、
ま
た
は
二
段

排
尿
（
排
尿
が
終
っ
た
直
後
に
、

再
び
尿
意
を
感
じ
て
排
尿
す
る
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

男
性
で
は
、
排
尿
が
ス
ム
ー
ス

に
出
来
な
く
な
る
と
、
通
常
は

前
立
線
肥
大
症
の
初
期
と
考
え
、

放
置
さ
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
重
大
な
疾

患
、
前
立
腺
癌
の
場
合
に
も
、

種
々
の
程
度
の
排
尿
困
難
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
で
は
、
尿
が
漏
れ

る
（
尿
失
禁
）
と
訴
え
る
人
が

加
齢
と
共
に
多
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
症
状
は
老
化
な
ど
に

伴
っ
た
骨
盤
底
筋
群
の
脆
弱
化

に
よ
り
、
膀
胱
が
下
垂
す
る
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
他
の
種
々
の

原
因
が
重
な
り
あ
っ
て
発
生
す

る
場
合
も
あ
り
、
十
分
な
検
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

少
量
の
尿
漏
れ
な
ど
重
大
な

事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
放
置

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
病
状
の
進

行
に
伴
っ
て
症
状
も
高
度
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
種
々
の

会
合
や
旅
行
に
も
参
加
で
き

ず
、
家
に
引
き
こ
も
る
原
因
の

一
つ
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
症
状
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
恥
ず
か
し

が
ら
な
い
で
、
病
院
を
受
診
し
て

下
さ
い
。

現
在
、
美
祢
市
は
美
祢
市
立
病
院
と
美
祢
市
立
美
東
病
院
と
い
う
２
つ

の
公
立
病
院
を
運
営
し
て
、
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
毎
号
、
美
祢
市
立
病
院
と
美
祢
市
立
美
東
病
院
の
紹
介
や
健

康
に
関
す
る
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
回
目
は
美
祢
市
立
病
院

長
の
紹
介
と
先
生
の
専
門
で
あ
る
泌
尿
器
関
係
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

美
祢
市
立
病
院
長

（
前
山
口
大
学
医
学
部

泌
尿
器
科
教
授
）

内
藤
　
克
輔

美
祢
市
立
病
院
長
の
内
藤
克
輔

で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
山
口
大
学

で
、
膀
胱
が
ん
、
腎
臓
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
な
ど
の
泌
尿
器
科
領
域

の
悪
性
腫
瘍
の
治
療
成
績
を
高
め

る
た
め
の
治
療
法
の
改
善
、
ま
た
、

癌
発
生
に
先
立
つ
遺
伝
子
な
ど
の

変
化
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

美
祢
市
立
病
院
で
は
、
全
て
の

癌
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
効
果

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者

さ
ん
が
治
療
後
の
生
活
の
快
適
さ

を
保
て
る
よ
う
病
院
全
体
で
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
癌
以
外

の
病
気
で
も
生
活
の
快
適
さ
を
求

め
た
治
療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
目
線
と
同
じ
立
場

に
立
っ
た
、
高
度
な
医
療
と
看
護

を
提
供
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
は
じ
め
市
民
の
皆

さ
ん
と
連
携
を
深
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
信
頼
に
お
応
え
す
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

2008年（平成 20 年）12 月 1 日

問
合
せ
先

美
祢
市
立
病
院

（

０
８
３
７

１
７
０
０
）



11
月
２
日
、
美
祢
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
　

づ
く
り
推
進
大
会
が
美
祢
市
民
会
館
で
行

わ
れ
、
市
民
や
教
育
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

美
祢
い
け
ば
な
子
ど
も
教
室
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
後
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
功

績
功
労
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
で
優
良
花
壇
に
選
ば
れ
た
地
区

花
壇
や
学
校
花
壇
な
ど
２
人
と
10
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

啓
発
作
品
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作

文
の
朗
読
や
美
祢
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
於
福
地
区
推
進
協
議
会
や
秋
芳
八
代

ぬ
く
も
り
の
里
の
代
表
者
に
よ
る
生
涯
学
習
実
践
事
例
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

2008年（平成 20 年）12 月 1 日

10
月
25
日
と
26
日
、
秋
芳
北
部
総
合
運

動
公
園
で
美
祢
市
ジ
ュ
ニ
ア
自
転
車
教
室

が
行
わ
れ
、
美
祢
市
内
の
小
学
校
５
・
６

年
生
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
自
転
車
教
室
は
、
平
成
23
年
に
開

催
さ
れ
る
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

の
自
転
車
競
技
（
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
）
が
美

祢
市
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
実
技
走
行

を
体
験
し
、
国
体
参
加
気
運
を
高
揚
す
る

た
め
に
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
競
技
用
自
転
車
の
乗
り
方

を
山
口
県
自
転
車
競
技
連
盟
の
普
及
強
化

担
当
者
や
防
府
商
業
高
校
の
生
徒
に
教
わ

り
、
公
園
内
や
周
辺
の
道
路
を
風
を
き
り
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

第
66
回
山
口
国
体
の
美
祢
市
で
実
施
す

る
競
技
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
11
月

14
日
に
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
構
成
員
は
１
２
３
名
で
、
行

政
・
関
係
機
関
、
市
内
各
界
各
層
の
皆
さ

ん
に
就
任
い
た
だ
き
、
設
立
総
会
で
は
全

委
員
の
賛
同
を
得
て
、
市
民
総
意
の
競
技

会
開
催
事
業
を
行
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
総
会
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
美
祢
市
ゆ
か
り
の
国
体
強
化
指
定
選

手
13
名
を
招
い
て
、
山
口
国
体
へ
の
決
意

を
語
る
「
き
ら
め
き
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
あ

り
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
ま
し
た
。

美
祢
市
で
実
施
す
る
国
体
自
転
車
競
技
を
体
験

お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
美
祢
市
実
行
委
員
会
設
立

美
祢
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

秋
芳
ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０
０
８11

月
９
日
、
秋
吉
公
民
館
前
広
場
で
秋

芳
ふ
れ
あ
い
祭
り
２
０
０
８
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
祭
り
は
市
民
の
交
流
の
場
、
元
気

発
信
の
場
を
創
出
し
、
地
域
の
活
性
化
や

連
帯
感
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
琴
や
民
舞
、
秋
芳
河
童

連
に
よ
る
よ
さ
こ
い
、
秋
芳
北
中
学
校
生

徒
に
よ
る
別
府
念
仏
踊
な
ど
が
行
わ
れ
祭

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
祭
り
の
テ

ー
マ
曲
「
ラ
ラ
ラ
み
ら
い
へ
」
の
発
表
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
バ
ザ
ー
や
ふ
れ
あ
い
市
、
秋
吉
公
民
館
で
は
各
種
団
体
の
作
品
展

が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。



2008年（平成 20 年）12 月 1 日

効
率
的
安
定
的
な
農
業
経
営
を

目
指
す
先
進
的
、
企
業
的
な
農
業

経
営
を
行
う
認
定
農
業
者
を
育
成

す
る
た
め
に
尊
農
塾
を
開
催
し
ま

す
。

対
　
象

認
定
農
業
者
・
集
落
営

農
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
関
係
者
、

関
係
機
関
・
団
体
な
ど

期
日
・
内
容

○
12
月
９
日

経
営
者
に
必
要

な
財
務
管
理
知
識
な
ど
に
つ
い

て
○
１
月
６
日

農
業
経
営
計
画

（
販
売
戦
略
含
む
）
の
作
成
に

つ
い
て
（
第
１
回
）

○
１
月
20
日

農
業
経
営
計
画

（
販
売
戦
略
含
む
）
の
作
成
に

つ
い
て
（
第
２
回
）

○
２
月
３
日

販
売
計
画
な
ど

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

時
　
間

10
時
〜
16
時

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し

た
プ
ロ
の
相
談
員
が
各
種
労
働
相

談
に
お
答
え
す
る
労
働
ほ
っ
と
ラ

イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
、
労
働
保
険
、
不

払
残
業
そ
の
他
労
働
問
題
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
場
所

県
労
働
政
策
課
労
働

情
報
相
談
セ
ン
タ
ー
内
（
県
庁

８
階
）

電
話
番
号

０
８
３
｜
９
３
３
｜
３
２
３
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　roudou@

pref.yam
aguchi.lg.jp

相
談
員

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料

無
料

場
　
所

山
口
県
自
治
会
館
（
山

口
市
大
手
町
９
｜
11
）

参
加
料

無
料

申
込
締
切

各
開
催
日
の
10
日
前

申
込
・
問
合
せ
先

市
農
業
委
員

会
事
務
局
（

０
８
３
７

５

２
４
１
）、
山
口
県
農
業
会
議

（

０
８
３
｜
９
２
３
｜
２
１

０
２
）

認
定
農
業
者
な
ど
の
農
業
経
営

管
理
能
力
向
上
の
た
め
パ
ソ
コ
ン

農
業
簿
記
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象

認
定
農
業
者
な
ど

期
日
・
内
容

○
12
月
８
日

基
礎
編

○
12
月
16
日

記
帳
編
１

○
１
月
13
日

記
帳
編
２

○
２
月
17
日

決
算
編
１

○
３
月
３
日

決
算
編
２

時
　
間

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
　
所

山
口
県
自
治
会
館
（
山

口
市
大
手
町
９
｜
11
）

参
加
料

無
料

申
込
締
切

各
開
催
日
の
７
日
前

持
参
す
る
物

筆
記
用
具
、
電
卓
、

営
農
口
座
取
引
通
知
書
、
領
収

書
、
請
求
書
、
出
荷
売
上
伝
票

な
ど

※
下
関
市
、
萩
市
で
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
日
時
な
ど
詳
し
く
は
問

合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

市
農
業
委
員

会
事
務
局
（

０
８
３
７

５

２
４
１
）、
山
口
県
農
業
会
議

（

０
８
３
｜
９
２
３
｜
２
１

０
２
）

相
談
日

月
曜
日
〜
金
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

「
住
宅
が
広
す
ぎ
て
維
持
管
理

が
大
変
」、「
便
利
な
街
な
か
に
住

み
替
え
た
い
」
な
ど
、
住
み
替
え

に
関
す
る
様
々
な
悩
み
や
不
安
を

解
消
す
る
た
め
、
各
種
専
門
家
が

合
同
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時

毎
月
第
４
木
曜
日
　

10
時
〜
12
時
（
毎
月
第
３
木
曜

日
ま
で
に
要
予
約
）

会
　
場
　
き
ら
め
き
住
ま
い
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
葵
２
丁

目
５
｜
69
、
山
口
県
葵
庁
舎
）

相
談
員

不
動
産
鑑
定
士
、
宅
地

建
物
取
引
主
任
者
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
建
築

士
相
談
料

無
料

そ
の
他

セ
ン
タ
ー
で
は
住
み
替

え
相
談
以
外
に
も
、
建
築
士
に

よ
る
建
築
相
談
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
（
建
築
士
も
同
席
）

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

き
ら
め
き
住

ま
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（

０

８
３
｜
９
３
２
｜
６
８
０
０
）

リ
フ
ォ
ー
ム
の
専
門
家
が
ご
自

宅
に
伺
い
、
中
立
的
な
立
場
で
住

宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

料
　
金

８
千
円

主
な
業
務
内
容

○
住
宅
の
点
検
、
劣
化
状
況
の
確

認
○
改
修
部
位
や
工
法
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス

○
業
者
選
択
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス

申
込
・
問
合
せ
先

（
財
）
山
口

県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（

０

８
３
｜
９
２
１
｜
８
７
２
２
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

平
成
21
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

●
教
養
学
部
　
全
科
履
修
生
、
選

科
履
修
生
、
科
目
履
修
生

●
大
学
院
　
修
士
選
科
生
、
修
士

科
目
生

受
付
期
間

12
月
15
日

〜
平
成

21
年
２
月
28
日

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

問
合
せ
先

放
送
大
学
山
口
学
習

セ
ン
タ
ー
（

０
８
３
６

３

０
２
０
）
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生活の話題

暴力団員から金品を脅し取られるなどの被害に遭っても、暴力団による報復をおそれ、警察へ
の申告すらなされない場合もあります。しかし、このように泣き寝入りすることは、その分だけ
暴力団を助けることになってしまいます。暴力を追放し、私たちが安心して暮らせるまちづくり
をするためにも、被害を受けたときは勇気を持って警察などに申告しましょう。
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